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アメリカ高等教育の発展・課題を知りたければ
『ミネルバ大学の設計書』松下佳代先生（京都大学教育学研究科教授）

（新著の紹介）



（ご紹介）

松下佳代
まつした かよ

京都大学大学院教育学研究科 教授

京都大学博士（教育学）。群馬大学教育学部助教授、
京都大学高等教育研究開発推進センター 教授を経て、
2022年10月より現職

教育方法学（特に、 能力論、学習論、評価論）、大学教育学
大学や中学校・高校をフィールドに研究と実践支援を行って
います

大学教育学会会長、日本カリキュラム学会代表理事、
中央教育審議会大学分科会臨時委員、日本学術会議連携会員

など



コスリン, S. M.・ネルソン, B. (著) 松下佳代 (監訳) 
(2024). ミネルバ大学の設計書 東信堂

新著のご紹介

まえがき（ベン・ネルソン）

第１部 私たちは何を教え、また、なぜそれを教えるのか
１ なぜ、新しい高等教育が必要なのか
２ 実践知
３ カリキュラムの根幹
４ 一般教育の新たな視点
５ 「多モード・コミュニケーション」と効果的コミュニ

ケーション
６ 「形式的分析」と批判的思考
７ 「実証的分析」と創造的思考
８ 「複雑系」と効果的インタラクション
９ 専攻と専門領域に対する新しい見方



第２部 私たちはどのように教えるか
10 学習に向けてアンラーンすること
11 学習の科学—その仕組みと原則—
12 フル・アクティブラーニング
13 構造化された学習への新たなチームティーチング・アプローチ
14 授業プランに基づいて教える
15 アクティブラーニング・フォーラム
16 21世紀のアクティブラーニングに向けて授業プランを構築する
17 学生の学習を評価する

第３部 新しい教育機関を創り出す
18 新しいブランドを構築する
19 グローバル・アウトリーチ—新しいビジョンを伝える—
20 21世紀の入学者選抜プロセス
21 多面的文化変容—コミュニティベースの没入型多文化教育—
22 経験学習—キャンパスとしての都市と人的ネットワーク—
23 デザインされたグローバル・コミュニティ
24 多様性に富んだ21世紀の大学におけるメンタルヘルスサービス
25 ミネルバ専門能力開発部
26 アクレディテーション—高等教育の新しいビジョンに対する公認—
27 新たなビジネス・経営モデル



それではご覧ください
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書籍紹介

『ミネルバ大学の設計書』

松下 佳代
京都大学大学院教育学研究科

matsushita.kayo.7r@kyoto-u.ac.jp



まず、タイトルとカバーから
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コスリン, S. M., & ネルソン, B.（編）（2024）『ミネルバ
大学の設計書』（松下佳代監訳）東信堂.

Kosslyn, S. M., & Nelson, B. (Eds.). (2017). Building the 
intentional university: Minerva and the future of higher 
education. Cambridge, MA: The MIT Press.



編者について

スティーヴン・M・コスリン
 アメリカの心理学者、神経科学者

 メンタルイメージ、学習の科学、ビジュアル・コ
ミュニケーションの研究で知られる

 ハーバード大学、スタンフォード大学、ミネル
バ大学を経て、現在は、ファンドリーカレッジ
の創設者兼最高学務責任者

 ミネルバでは、創設学部長兼最高学務責任
者を務め、1年次のコーナーストーン科目の構
築や16の「学習の原則」の設定に貢献した

ベン・ネルソン
 アメリカの起業家、大学経営者

 ミネルバ大学の創設者、学長（現在は、Mike 
Mageeに交代）、およびミネルバ・プロジェクト
の創設者、会長、CEO

 2つのICT企業のCEOを務めた後、ペンシルベ
ニア大学在学中に抱いた学士課程教育改革
への夢を、ミネルバに結実させた

3（https://psychology.fas.harvard.edu/） （https://www.minervaproject.com/）



ミネルバ大学とミネルバ・プロジェクトの関係は？

 ミネルバ大学（非営利教育機関）

 Minerva Schools at KGI： 2012年設立、2014年開校

 Minerva University： 2021年改称

 ミネルバ・プロジェクト（営利教育企業）

 ミネルバ・モデルの普及、拡張

4Ross, K. (2021). Transformational learning. 第28回大学教育研究フォーラム発表資料, 2022年3月16日.



ミネルバ大学について喧伝されていること

 「世界で最もイノベーティブな大学」（World’s Universities with Real Impactによる調査）

 EdTech： すべてオンラインの「フル・アクティブラーニング」、「徹底した反転授業」

 「都市をキャンパスに」： 自前のキャンパスをもたず、世界7都市を回りながら学ぶ

 「合格率1％の世界最難関大学」： ハーバードより難しい（！）

･･････

 日本進出：滞在都市を世界4都市に絞り、

 東京がその1つに

5© 2021 - Ari Bader-Natal（https://aribadernatal.com/projects/Minerva/）

だが、それだけではない！



ミネルバ大学設立の意図

 アメリカの高等教育の抱える問題

①大学が、卒業後の社会や生活に対して準備できた状態にまで学生を育てられていないこと

②大学教育があまりに高額になり、ほとんどの学生が負債を抱えて卒業していること

③半数以上の学生が卒業できておらず、卒業できたとしても十分、授業に関与できていないこと

④入学者選抜において、国籍、人種、社会経済的地位、レガシー（卒業生の近親者）など、
本人の能力以外の要因で定員枠が設けられていること
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ミネルバ大学は、
これらを問題を解決し、世界のリーダーを育成するために、
自分たちの設定した原理・原則にしたがって、意図的に、

ゼロから立ち上げた大学

その全貌がわかるのが『ミネルバ大学の設計書』



ミネルバ大学の教育（正課・正課外）のポイント

【正課】 【正課外（準正課・課外活動）】
 世界の7都市を移動しながら、60カ国以上の学

生たちと寮生活

 正課の授業で習得したコア・コンピテンシー（そ
の具体化としてのHCs）を、滞在都市での多様な
他者（企業、行政機関、市民団体など）と協働し
て行う準正課活動の中で、活用し続ける＋学ぶ
意味を見つける
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一般教育
（1年次）

専門教育
（2・3・4年次）

批判的思考

創造的思考

効果的
コミュニケーション

効果的
インタラクション

人文学

コンピュータ
科学

自然科学

社会科学

ビジネス

#

#

#

約80個

汎用的能力
(コア・コンピテンシー HCs*)

専門分野の知識・スキル
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＊HCs＝habits of mind & foundational concepts
（知の習慣と基本的概念）

【例】 #audience、#gapanalysis, #correlationなど約80個
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ミネルバ大学で学生はどう学び、成長しているのか

14

コスリン, S. M., & ネルソン, B.（編）（2024）『ミネルバ
大学の設計書』（松下佳代監訳）東信堂.

松下佳代（編）（近刊）『ミネルバ大学を解剖する』
 東信堂.

ミネルバ大学を
解剖する
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